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学校の英語授業で生じている課題について，実践的観点から分析すると同時にその理論的意味を考察することをねらいとする。また，ビデオ分析や模擬授業を通して，実践
的技能を高める。
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英語科の指導課題に関して，実践と理論の両面からのアプローチを理解することができる。

英語科授業の基本原理と展開法を学び，それを模擬授業の中で活用することができる。

授業の内容

英語の指導課題を解決する科学的アプローチ1

英語科の指導に関する課題①（誤答の発生と修得理論）2

誤答への対応と正答への導き方3

英語科の指導に関する課題②（母語習得と第2言語学習）4

母語習得の原理を文献から探る5

母語習得と第2言語学習の異同を文献から探る6

第2言語学習における導入と練習の具体例を作成する7

英語科の指導に関する課題③（5つの授業原理）8

機械的学習の教材と練習法を探る9

有意味学習の教材と練習法を探る10

形式と意味を統合する教材と練習法を探る11

英語科の指導に関する課題④（優れた英語授業の条件）12

優れた英語授業のビデオ分析13

模擬授業演習14

模擬授業の省察とまとめ15
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A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

テーマごとに，英文の参考文献が紹介されるので，用語辞典を参照しつ
つ主体的に読み進む。
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時間外学修
の内容と時
間の目安

英語文献の予習。準備
学修

事後
学修

内容のポイントを整理する。

教科書

特に指定しない。

参考書

「英語教育用語辞典」（大修館）
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レポート

授業への積極的参加

70% ○ ○

30% ○

注意事項
なし

備考
なし
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